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昭和13年以降7カ年計画をもって,地方別収穫表の調整に着手したが諸 

種の事由により,一部を除き中断のやむなきに至った。

しかしながら,終戦後森林に対する国家要讀の増大にともない,収硬 

表の全国的緊急整備の要望切なるものがあり,今般昭和23年度以降28年 

度までにこれが完成を期して再び調整に着手することになったが,完成 

までには相当の時日を要するので,その間取り纏めを終ったものについ 

ては速かにこれが活用をはかるため,その都皮これを発表することにし 

た。

しかし,なお,不備の点も-多いと思われるが,これは逐次訂正してゆ 

くつもりである。

本収梗表は,林業試験場経営部の指導協力により,•股林技官 猪俣 貢, 

同須貝栄が担当し,前橋営林局において調製されたものである。

’昭和30年2月

林 野 庁

林業試験場



本收穫表応用上の注意

⑴ 本表は,北関東,阿武隈地方国有林の,すぎ人工植栽林に適用す 

るものである〇

⑵:本表は,北関東,阿武隈地方国有林における,すぎ入エ林の地位 

の判定,材宿(蓄技)および収陛址の推定,成長址の;想定,保育の指針 

等に,使用するものである。

(3) 本義において,主林木とは寺崎式B種間伐を施行した際,残存さ 

れる林木をいい,副林木とは,その際伐採される林木をいう。

(4) 地位は本収極表調整においては,林令に対する主林木平均樹高に 

よって区別しているので,地位の判定は,与えられた林分の主林木,ま 

たは樹幹級4.〜5級木を除いた,林分の平均樹髙をもって,本表の地位 

区分の,樹高と対応させて査定する。

なお,地位区分は,相当の樹高範囲を有するので,標準樹高と差異あ 

るときは,他の諸因子については,比例等により適宜修正値を算出され 

たい。

⑸材秋(蓄積),または収稚觉の推定は与えられた林分の,林令,地 

位に該当する表の材秋を読み,これに立木度を乘じて算出する。

ここにいう立木度とは与えられた林分の材弑と,収穫表材噸の比率で 

あるが,これを判定するには,胸高断面積合計または立木本数の比率に 

よるのほかはないが,立木本数の比率は,立木度との相関が強くないか 

ら,その際は,平均胸高直径等を勘案して,判定しなければならない。 

立木度は,通常の林分では0.8程度であるが,大面隨については,一括 

査定することなく,階層分けを行って査定することが望ましい。



(6) 間伐歩合は,与えられた林分の本数と,本表の主林木本数との差 

をもって判定するが,間伐の実施に当っては,この数値にのみとらわれ 

ず,その林分の構成状態,幹級区分,品種の問題,造林目的などについ 

て十分考慮のうえ行わなければならない。

なお,副林木は,便宜上5年ごとに記載し,間伐:歩合もそれによって 

いるが,間伐開始年隹,繰り返し期間,および冋数は林況,・施業法等に 

よって差異あるものである。

(7) 将来の成長量は逐次本表の数値に近からしめるよう,保育して行 

くべきであるが,現実林分を本表に較べれば,相当の差異があるのが普 

通であるので,将刃Uの成長量の査定に当っても,⑸の要領によって,加 

減して,査定しなければならない。

(8) 本表中の,用語について説明すれば,次のとおりである。

ィ・林令は,国有林野経営規定に則って,植栽年度より記算したもの 

で,苗令は加算してない。

ロ・連年成長量は,主林木の場合は福期および後期の主林木幹材秋の 

差を,主副林木合計の場合は,後期の主副林木合計幹材程1と,前期 

の主林木幹材桜との差を期間年数で割ったものである。

ハ・平均成長业Iは,主林木の場合は,その年の主林木幹材秋を年数で 

割ったも・のをいい,主制林木合計の埸合,平均成長量Aとは,その 

年の総収穫量(その年の主林木幹材積に副林木幹材秋累計を加えた 

もの)を年数で割ったものであり,平均成長址Bとは,その年の主 

副林木合計幹材積を年数で割ったものである。

二・副林木幹材積累計の主林木幹材積に対する比率とは,その年まで 

の副林木幹材積の累計を,その年の主林木幹材種で割ったものであ

亠2 一

る。

ホ・副林木幹材秋累計の総収裡址に対する比率とは,その年までの副 

林木幹材'積の累計を,その年の総収検鱼で割ったものである。

へ.幹材秋成長率は,前期の主林木幹材秋と,後期の主副林木合計幹 

材甫!iを用いて複利算公式(ライブニッツ氏式)を用いて算出したも 

のである〇

(9) 本表に示す樹髙範囲とは,同一地位に属する林分の標準平均樹高 

に対して変動する値を示す。

(10) 本表に示す材弑は大正13年12月東京営林局調蜷「立木幹材積表」 

より求めたものである。
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2. 67 491.8 63. 38 362 797. 3 9. 70C 13. 345 8. 393 1,267.8 38. 79 1.27 95
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杰率 材
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年 cm m m 本 m2 m3 m3 m3 cm 本 % m3

10 5.9 3.8 4. 2- 3.4 2,950 8.8 20.5 — 2.050 4.6 — — —

15 8.9 6.7 7・5〜6. 〇 2, 370 15.7 61.3 8.16 4. 087 7.1 580 19.66 8.7

20 11.9 9. 0 10.〇〜8.0 1,894,21.7 109.5 9.64 5. 475 9.4 476 2〇, 08 15.7

25 14.5 11.0 12. 2- 9.7 1,52826.0 155.2 9.14 6. 208 11.4 366 19. 32 21.2

30 16. 9 12.7 14.〇〜11.2 1,254 29. 3 197.2 8. 40 6. 573 13.3 274 17.93 24.2

35 19. 2 14.1 15. 6～ 12.5 1,06632.1 236.2 7. 80 6. 749 15.1 190 15.15J24.6

40 21.415.4 17.1～13. 7 924 34. 4 272.6 7. 28 6.815 16.8 142 13. 3223. 7

45|23.4 16.6 18. 4 〜14. 8 815,36.3 306.8 6. 84 6.818 18.4 109 11.8023. 2

50 25.3 17.7 19. 6 〜15.7 73038. 〇 339.0 6.44 6. 78019.9 85 10.43 22.6

55 27.1 18.7 20. 7 〜16.6 662 39. 5 369.3 6.06 6.715 21.3 68 9. 32 21.9

60 28. 819.6 21.7～17.5 606 40.8 397.9 5. 72 6. 632 22. 6 56 8.46 21.2

65 30.4 20.5 22. 7〜18. 3 559 41.9 424.9 5. 40 6. 537 23.9 47 7.76 20.5

70 31.921.3 23. 6～ 19.0 519 42.9 450.5 5.12 6. 436 25.1 40 7.16 19.8

75 33. 3 22.1 24. 5～19. 7 486 43.9 474.9 4. 88 6.332 26.2 33 6. 36 18.7

80 34.7 22.8
I

25. 3 〜2〇. 3 458 44.8 498.2 4.66 6. 228 27.3 28 5.76 17.8

85 36. 0 23. 4 26. 〇〜2〇. 9 434 45.7 520.6 4. 48 6.125 28.3 24 5.24 16.8

90 37.324.0 26. 7 〜21.4 413 46.6 542.2 4. 32 6. 024 29.3 21 4. 84 15.8

95 38. 5 24.6 27. 3〜21.9 395 47.5 563.2 4. 20 5. 928 30.3 18 4. 36 14.9

100 39. 7 25. 2
1

27.9 〜22. 4 379 48.4 583.6 4. 08 5. 836 31.2 16 4.05 14.0

す窖林林分収毯表 (地位3辱)
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